

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































個人主義を築いたこの二つの基本元素は実は油と水のような相容れない矛盾である。漱石 自分 個人主義に学んでいるこの巨大な矛盾を統一できるのであろうか。次 例を見てみよう。
「それから」の代助は三年前友人への義侠心
で、
恋人三干代を
友人平岡に譲った。義
侠心という儒教的倫理道徳に従ったが
、人
間内面の自然 背い 代助に「自然」はどのような「結呆」を与えたのであろうか。
厭枇的、
空虚な心、「自己の生活力の不足」への痛感、「ただ一
人荒野の中に立った」ような孤独感である。
このような生活に忍
耐し得な
くなった
代助を救える
道を漱石
が一
っだけ与え
た。
「やっばり、
三干代さんに逢はなくちゃいかん」と漱石が臼いた。
友人平岡から恋人三千代を奪 て、「自然」に帰るように漱
石は
代助に行動させなけれ
ばならないのである。「自然の背」に舟っ
た代助は
再現の昔に一時的に「凡てが幸であった」。
然し「この
一刻の幸から生ずる」「苦痛」は永久に続いていくと漱石が術切にわれわれ
に教えた。
代助は
肉親と批間に捨てられ、
裕福な経済
保隙が失われ、
途方に暮れ、
恋人
三干代も死骸としか見えなくな
る。漱石は「あらゆる神聖な労力はみんなバンを雌れる」と思い続けてき
た代助に、「門野さん、
僕は一寸駁業を探して来る」と
いう悲惨な科白を云わせ
て、
彼を精神錯乱に追い込む。
「それから」の代助と三千代が不倫の恋の炎に焼かれた後の姿
を漱石は「門』の宗助と御米で表している。
宗助は友人安井から
御米 奪って、
二人の問に愛が成立したが、
この愛がもたらした
罪意識は幽霊の
ように生涯宗助夫婦を脅かしていく。
曾て明るかっ
た宗助は凡
てに対して、「如何にも詰まらなく感
ぜられ」て、
厭世的になり、
倦怠的になった。精神衰蒻の結呆、
だれかの説明を聞いても「ぽんやりしてとかくの
返事が容易に
出」ない、「昔のやうに様敏で明快な判断をすぐ作り上げる頭が失くなった」「時日 割には非常に烈し
く米たこの変化が自分に
も恐ろしく映った。
」
御米は三度子供を生んだ、
然し一＿一度とも子供を失った。漱石は
次のように描いている。
亡くなった子供の「小さい位牌を、
眼に見えない因呆の糸
を長く引いて互に結ぴ付けた。（略）御米は広島と福岡と束
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づつ
京に残る一っ究の記憶の底に、
動か
しがたい迎命の股かな
支配を認めて、
其賎かな支配の下に立つ、
幾月日の自分を、
不思議にも同じ不幸を繰り返
すべく作られた母であると観じ
た時、
時ならぬ呪咀の
声を耳の傍に聞いた。（略）彼女の鼓
膜は此呪咀の声で殆んど絶えず嗚つてゐた。」（「門
j
石全集
j
第四巻）
このような二人は「幽霊のような思をどこかに抱かしめた」。
彼ら自己の心のある部分に、「人に見えない
結核性の恐ろしい
も
のが潜んでいるのを」自覚しながら
、生
活していかなければなら
なかった。
この幸福の代価として、
彼らは「自然が彼らの前にも
たらした恐るべき復誓 下に戦きながら膝まづ」かなければならない。「彼らは鞭たれつつ死に赴くものであった。
J
次は「こころ」の先生の例を挙げてみる。「こころ
j
の先生と友人K二人とも家主の娘、
お嬢さんを愛し
ていた。自分の心を先生に打ち明けたKに先生が策略を施して、Kより一歩先にお嬢さんを手 入
れた。そのことで、
Kは自殺に
追い込まれてしまった。
この事件に而している先
生には、「永久
に暗い夜が続くのではなからうか」と漱石が描いている。
この先
生の内面への恐れるぺき復誓は時々刻々々起こって る。
「私はただ人間の罪といふものを深く感じたのです。其感
じが私をKの墓へ毎月行かせます。
其感じが私に要の母の看
護をさせます。
さうして其感じが要に優しくして遣れと私に
H漱
命じます。私は其感じのために、
知らない路傍の人から殿た
れたいと
で思った事もあります。斯うした階段を段々経過
して行くうちに、
人に鞭たれるよりも、
自分で自分を鞭つ可
きだといふ気になります。自分で自分を鞭つよりも、
自分で
自分を殺すぺきだといふ考が起ります。
私は仕方がないから、
死ん
だ気で生き
て行
かう
と決心
しま
した
。」（「こころ
j
「漱石全集
J
第六巻）
死んだ気で十数年生きてきた先生は、
とうとう、
この深い罪悪
感に耐えられずに、
遂に自ら
自分の命を終えて
しま
った。
右にあげた漱石の徳義心の高い個人主義から生じた悲劇の例に
示さ
れたように、
作品前半の代助のように、
茄い佃教的倫理観に
従えば、
強烈な自意識から来た解脱の出来ない重い精神的な圧迫
を背負わざるをえない。
しかし、「自然」に従って、「自己本位
」
を悩底的に実行すれば、
社会、
世間という弛力な墜にぶつからな
ければならないだけではなく、
高い倫理観から
来た罪意識にも、
罰されなければ らぬ。
そのために、アそれから
j
の代助は精神
錯乱に追い込ま てしまう
。「門」の宗助夫婦は生涯にわたって、
「結核性の様な
恐ろ
しい
もの」に衿かされる。「こころ
j
の先生
は自殺しなければ らない。
「死ぬか、
気が途ふか、
それでなければ宗教に入る
か。侠の前
途にはこの三つのものしか い」（「漱石全集」
第五巻）と「行
人」の一郎が言う。これは一郎の前途でもあ
り、
また、
漱石の徳
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毅心の高い個人主義の前途でもあると云ってよいであろう。漱石の個人主義における自己を肯定するものである弛烈な自意識と自己を否定するものであ 窃い慨教的倫理観が二つの巨大 力のように、
まったく反対の方向から個人主義を実行する漱石を引き裂
いてしまう。漱石が自分を佃人主義のまな板に釆せ
て、
時には自
意微の刀に切られ、
時にはまた僻教的倫理観の刀に切られる。漱
石の侶人主義は漱石のすぺての悲劇の根本的所在でもあり、
漱石
の自己破滅の致命侶でもあるといってよい ろう。「こころ
j
を境として、
それ以後の漱石は、
この個人主義から陸れて、
大釆
．仏教に近いような宗教的境地から、
救いを求めるようになってい
く。
この境地は即ち「則天去私」の境地である。
この「則天去
私」について、
ここでは、
論ずるぺきではある
が、
紙幅の関係で
割愛した。
＾付
記〉
漱石作品の引用は岩波版漱石全集（全十七集）による。
（奈且女子大学大学院人間文化研究科）
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